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主な内主な内容容
新年のあいさ 新年のあいさつつ

特集「年男・年女に聞く新年の抱負 特集「年男・年女に聞く新年の抱負」」

地域医療の現 地域医療の現状状

市内入賞情 市内入賞情報報

9町トピック 9町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

新年への思いを込新年への思いを込めめ
一筆一筆書き上げ一筆一筆書き上げるる
「上沼小学校 書初め練習会（１２/９）「上沼小学校　書初め練習会（１２/９）」」
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
登
米
市
に
は
、
昨
年
　
月
の
日
本
を
縦
断
し
た
台

１０

風
　
号
に
よ
る
大
き
な
傷
跡
が
未
だ
残
さ
れ
て
お
り
、

１８
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
災
害
時

に
お
け
る
迅
速
な
初
動
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、

一
層
の
危
機
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

　
さ
て
、
昨
年
は
待
望
し
て
い
た
三
陸
縦
貫
自
動
車

道
登
米
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
地
域
経
済

に
と
っ
て
様
々
な
分
野
へ
の
発
展
的
影
響
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
髙
倉

勝
子
様
と
ご
子
息
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
髙
倉
勝
子
美

術
館
「
桜
小
路
」
が
芸
術
文
化
の
拠
点
と
し
て
整
備

さ
れ
、
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
方
た
ち
に
よ
り

「
油
 麩
 丼
」
が
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
登
米
市

ふ

の
魅
力
が
大
い
に
発
信
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
広
域
4
事
業

最
後
の
施
設
「
汚
泥
再
生
共
同
処
理
セ
ン
タ
ー
」
が

本
年
3
月
に
完
成
す
る
運
び
と
な
り
、
登
米
市
の
基

盤
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し

た
世
界
的
金
融
危
機
に
よ
る
経
済
の
低
迷
は
、
市
内

新
規
高
卒
者
の
求
人
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
今

な
お
登
米
市
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

雇
用
機
会
の
拡
大
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
安
定

と
活
力
向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
へ

の
対
応
な
ど
医
療
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
る
中
に
あ

り
、「
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
根
幹
と
な

る
地
域
医
療
体
制
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療

を
安
定
し
て
提
供
す
る
「
市
民
の
皆
さ
ま
と
医
療
を

つ
な
ぐ
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
は
、
少
子
化
の
中
で
県
立
高
校
の

全
県
一
学
区
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
個
性

を
輝
か
せ
心
豊
か
に
生
き
る
力
を
持
つ
人
づ
く
り
」

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
、
政
権
交
代
に
よ
り
誕
生
し
た
新
政
府
は
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
決
め
る
「
地
域

主
権
」
の
早
期
確
立
を
掲
げ
大
幅
な
制
度
設
計
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
地
方
行
政
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
住
民

主
体
の
新
し
い
発
想
が
求
め
ら
れ
る
分
権
型
社
会
に

対
応
す
べ
く
「
市
民
の
創
造
力
を
生
か
し
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
互
い
に
協
力
の

手
を
つ
な
ぎ
、
信
頼
の
心
を
つ
な
げ
て
課
題
に
対
応

す
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
登
米
市
の
舵
取
り
役
と
し
て
こ
の
変
革
の
時
代
を

見
据
え
、
ス
ピ
ー
ド
と
行
動
力
を
も
っ
て
「
ふ
る
さ

と
登
米
市
」
の
未
来
を
切
り
拓
く
任
に
当
た
っ
て
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

健
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

登米市長

布　施　 孝 　
たか

 尚 
ひさ

迎 春春

つ
な
ぐ
手
と
つ
な
ぐ
心
で
つ
な
が
る
地
域
へ

「
ふ
る
さ
と
登
米
市
」
の
未
来
を
切
り
拓
く
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迎迎　春
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
と
し

て
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　
太
平
洋
か
ら
立
ち
上
る
水
蒸
気
が
、
北
上
山
系
の

夜
の
冷
気
に
触
れ
て
霧
と
な
り
翁
倉
山
や
羽
沢
峠
・

蚕
飼
山
を
越
え
る
。
華
足
寺
や
柳
津
虚
空
蔵
尊
の
塔

を
か
す
め
、
北
上
川
と
迫
川
の
朝
も
や
と
混
じ
り

あ
っ
て
登
米
耕
土
を
覆
う
。
朝
日
が
昇
る
。
蕪
栗
沼

や
伊
豆
沼
・
内
沼
の
雁
が
一
斉
に
飛
び
立
つ
。
繰
り

返
さ
れ
る
太
古
か
ら
の
壮
大
な
自
然
の
営
み
。

　
昨
年
は
、
戦
後
の
と
い
う
よ
り
、
日
本
憲
政
史
上

大
転
換
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
１
９
５
５
年
以
来
、

半
世
紀
以
上
続
い
た
自
民
党
「
第
一
党
」
体
制
に
終

止
符
を
打
ち
、「
政
権
交
代
」
を
掲
げ
た
民
主
党
が
圧

勝
し
、
新
し
い
政
治
の
夜
明
け
を
期
待
さ
せ
ま
し
た
。

「
事
業
仕
分
け
」
な
ど
国
民
目
線
を
予
算
・
財
政
に

注
が
せ
、
政
治
主
導
も
意
識
付
け
ま
し
た
。

　
登
米
市
議
会
に
お
い
て
も
、
本
則
選
挙
に
よ
っ
て

　
人
の
構
成
と
な
り
、
当
選
さ
れ
た
議
員
に
お
い
て

３０は
市
長
と
と
も
に
、
８
万
７
千
人
の
市
民
皆
さ
ま
の

生
活
の
安
定
向
上
と
登
米
市
の
未
来
を
拓
く
重
責
を

担
い
、
緊
張
感
漂
う
論
戦
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
画
家
髙
倉
勝
子
様
と
ご
子
息
か
ら
貴

重
な
作
品
と
と
も
に
美
術
館
「
桜
小
路
」
を
寄
贈
頂

い
た
こ
と
、
伊
豆
沼
農
産
の
日
本
農
業
賞
大
賞
の
受

賞
な
ど
、
大
き
な
感
謝
と
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
豊
里
小
中
学
校
の
小
中
一
貫
教
育
が
、
全

国
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
視
察
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、　

月
８
日
の
台
風
　
号
に
よ
り
、
津
山

１０

１８

町
横
山
地
区
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

人
命
に
関
わ
る
こ
と
が
な
く
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
と
対
策
を
望
む
も
の
で
す
。

　「
合
併
は
最
大
の
行
政
改
革
」
。
５
年
の
歳
月
が
過

ぎ
、「
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
｣
な
ど
広
域
４
事
業
や

学
校
建
設
、
住
民
バ
ス
の
運
行
、
予
定
さ
れ
て
い
た

多
く
の
事
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
登
米
病
院
の
診
療
所
化
、
佐
沼
病
院
の
小

児
・
産
科
の
入
院
休
止
、
学
校
統
合
、
雇
用
環
境
の

悪
化
な
ど
、
登
米
市
が
掲
げ
る
「
安
全
・
安
心
｣
に

揺
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
５
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
い
ま
、
市
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
北

上
川
・
迫
川
が
市
の
中
央
部
を
縦
断
し
、
海
抜
６
～

　
丿
の
平
地
と
湖
沼
は
、
常
に
氾
濫
と
浸
水
の
恐
れ

１０を
は
ら
み
、
地
震
災
害
と
と
も
に
万
全
の
備
え
を
す

る
治
山
治
水
は
市
政
の
根
幹
で
す
。

　
同
時
に
、
命
と
健
康
を
守
る
救
急
と
医
療
の
確
保

も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
市
の
病
院
改
革
プ
ラ
ン
は
途

上
に
あ
り
、
市
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
の
献
身
的

な
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
営
支
援

と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
議

会
と
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
皆
で
病
院
を
支
え
て
い
く

取
り
組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
は
三
陸
道
が
東
和
町
米
谷
ま
で
延
伸
し
ま
す
。

雇
用
の
確
保
、
産
業
の
振
興
は
、
若
い
人
た
ち
に
登

米
市
で
生
き
る
希
望
と
地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
ま

す
。
市
内
４
５
０
０
社
の
事
業
所
の
元
気
と
豊
か
な

環
境
を
生
か
し
た
農
商
工
林
業
が
手
を
携
え
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
良
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

登米市議会議長

星　 順 　
じゅん

 一 
いち

今
年
は
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」
豊
か
な

登
米
市
の
環
境
と
産
業
の
共
生
を
図
ろ
う



4Tome

　昨年から、ＪＡみやぎ登米本店の

共済部で事故相談を担当しています

が、まだ知らないことが多く戸惑っ

てしまうことがあるので、今年は先

輩から接客や話し方など多くのこと

を学び、一日も早く一人前の担当と

して、お客様に少しでも安心しても

らえるようになりたいと思います。

　また、今年は仕事以外でも積極的

にさまざまな事にチャレンジして多

くの事を吸収し、自分の視野を広げ

られるような年にしたいと思ってい

ます。

　わたしの今年の抱負は、何事にも

積極的に「チャレンジ」するという

ことです。わたしはこれまで自分の

考えを持っていても、人前ではあま

りうまく発表できませんでした。な

ので今年は、頑張って人前でも自分

の意見をしっかりと言えるようにな

りたいと思います。

　また、わたしの学校はスポ少が盛

んなので、何かのスポーツを始めた

いとも思っています。勉強とスポー

ツの両立は大変ですが、両方頑張り

１年間を元気に過ごしたいです。

　僕は今年の４月から中学生になる

ので、中学生になったら数学の勉強

を頑張りたいです。

　家での自主学習では、毎日１ペー

ジずつ復習していますが、あと少し

復習しておけば完璧なのに、少し前

で止めてしまうことがよくあるので、

今年はしっかり覚えるまで復習する

ことを目標にしたいと思います。

　中学校での数学は小学校が基礎と

なっているので、あと３カ月間しっ

かり学習し、数学が楽しくなるよう

にしたいです。

６１
昭和

伊藤  良 
りょう

 子 さん
こ

津山町横山１０区・71歳

昭和
小野寺  弘  展 さん

ひろ のぶ

迫町平柳・２３歳 １０
平成

高橋  実  知 さん
ま ち

登米町我津郷・１１歳 １０
平成

佐佐木  寅  月 くん
い つき

津山町横山１０区・１１歳

　皆さん明けましておめでとうございます。

　平成２２年が始まりました。今年のえとは「 寅 」です。寅
とら

は十二支の中で第３番目に数えられ、その力強いイメー

ジから、「決断力と才知」の象徴とされています。

自
己
を
大
き
く

伸
ば
せ
る
１
年
に

４
月
か
ら
中
学
生

復
習
を
し
っ
か
り

何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

 新 春 企 画
今年は 寅 年！年男・年女に聞く

とら

『新　  抱   』年
の 負

　また、その容姿から、世界中で邪気払いや、勇気を象徴する動物ともされています。

　生きた虎が日本に来て人々に知られたのは豊臣秀吉の時代とされ、江戸時代になると

献上品や見せ物として時々渡来していたと言われています。

　ライオンと並びネコ類のなかで最大の動物である虎はアジアを代表する百獣の王。十

二支の古里・中国では、天の東西南北を守る  青 
せい

 竜 ・
りゅう

 白虎 ・
びゃっこ

 朱  雀 ・
す ざく

 玄  武  の四神（聖獣）
げん ぶ

のひとつに祭られ、「龍は雲を起こし、虎は風を起こす」の伝説のように、霊妙・神秘

的なものと考えられてきました。四神の中で虎は、方向では西、また季節では秋に相当

します。また、「虎の尾を踏む」「虎の威を借る狐」「虎穴に入らずんば虎子を得ず」な

どのことわざは、古来から虎の持つ勇敢な性格や神秘性を象徴するものでもあります。

　今月号では、そんな寅年生まれの「年男・年女」を代表して市内の９人に、新年の抱

負を語っていただきました。
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　「新年の抱負」について改めて考え

ると、今更ながらこれまで漫然と

日々を過ごしてきた感じがします。

　わたしもいつしか満７２歳を迎えよ

うとしていますが、同年代の皆さん

は、果たしてどんな望みを抱いてい

るのか気に掛かる思いがします。

　今ここで言わせていただくならば、

これからも「健康」を第一に心掛け、

終戦直後から約５０年にもわたり携

わってきた「炭焼き」を天職と心に

受け止め、今後も体の続く限り頑

張ってみたいと思います。

　今年、還暦という大きな説目を迎

え、改めて家族や友人たちの支えに

よって今日があると実感しています。

　日々、趣味で始めたパッチワーク

を通じてたくさんの出会いがあり、

自分より年上、年下の人との対話な

どを通して、考え方や人生の分岐点

に立った時の対処法など、さまざま

なこと教えていただく機会が多くあ

ります。

　そのような出会いをこれからも大

切にして、今年も楽しく充実した１

年を過ごしていきたいと思います。

　年男としての「抱負」について考

えたとき、改めて自分が満４８歳に

なったことを感じました。それをふ

まえ今思う事は、今までの生活の中

で培われてきた「家族」「仕事」「地

域」などの多くの人とつながりや関

わり合いを今後も大切にしていきた

いということです。

　また、今後取り組んでみたいと

思っていることは数多くありますが、

何事にも無理をしない程度に取り組

み、バランスの取れた生活を送りた

いと思っています。

１３
昭和

伊藤  良 
りょう

 子 さん
こ

津山町横山１０区・71歳

昭和
首藤  德  朗 さん

とく ろう

東和町米川第６区・７１歳 ２５
昭和

今野 とも 子 さん
こ

米山町的場・59歳 ３７
昭和

鈴木  武  彦 さん
たけ ひこ

中田町南町・４７歳

　時がたつのが、ここ数年本当に早

く、特に昨年は日々に追われ、あっ

という間に過ぎたような気がします。

　しかしそれだけに、周りの人の温

かさや、時間の大切さを感じること

ができた貴重な年でもありました。

　今年は、時間を大切にしながら、

植物が芽を出し、葉を付け、少しず

つ背丈を伸ばして成長していくよう

に、周りの皆さんから、さまざまな

栄養をもらい、自分自身の成長につ

なげていける１年にしたいと思って

います。

　人生３度目の年男を迎え、同級会

に参加した懐かしい顔触れに、改め

て年月の早さを感じました。

　今年の抱負は、仕事では会社がＪ

ＩＳ認定工場となったので、今まで

以上に製品の品質と信頼性を追求し、

お客様に「自信を持ってお勧めでき、

心から喜んでいただける製品」を製

造していきたいと思います。

　また、趣味で行っている音楽活動

では、幅広いジャンルに挑戦して音

楽観を磨き、演奏の幅を広げたいと

思います。

　今年、わが家に家族がもう一人増

える予定なので、家族仲良く、健康

に過ごせる１年であってほしいと思

います。

　わたし自身では、高齢者のお世話

をする「介護士」の資格の取得にチャ

レンジしたいと思っています。

　石越に来て３年目を迎えますが、

地域のことや登米市のことなど、ま

だまだ分からないことがあるので、

子育て支援センターなどの事業に積

極的に参加して、地域のことを学び

たいと思っています。

４９
昭和昭和

髙橋  央 さん
よう

南方町山成・３５歳 ４９
昭和

佐々木  貴  則 さん
たか のり

豊里町下町・３５歳 ６１
昭和

阿部  美  沙 さん
み さ

石越町第十一区・23歳

天
職
と
余
生
に

つ
い
て
思
う

家
族
や
友
人
の

支
え
に
感
謝

人
の
つ
な
が
り
を

今
後
も
大
切
に

仕
事
と
趣
味

双
方
頑
張
り
た
い

一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
す

家
族
が
も
う
一
人

温
か
い
家
庭
を

年男・年女に聞く「新年の抱負」
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8Tome

く
、
多
く
の
男
性
に
も
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
知
っ
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
ま
た

開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、

「
地
域
連
携
交
流
会
実
行
委
員
会
」

の
主
催
に
よ
り
「
み
ん
な
で
つ
く

る
市
民
活
動
～
登
米
魅
力
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
連
携
交
流
会

も
同
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
各
団
体
の
活
動

の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
物
品
の
販
売

な
ど
を
通
し
て
相
互
に
交
流
し
た

ほ
か
、
今
年
度
は
、
デ
ュ
ー
ク
更

家
公
認
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た

　
ま
た
、
昼
食
時
に
は
、
連
携
交

流
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、

は
っ
と
汁
や
お
に
ぎ
り
の
提
供
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
「
交
流
」「
運

動
」「
食
事
」
と
、
大
い
に
登
米
市

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

　
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

　
小
・
中
学
校
か
ら
　
点
の
応
募

２５

が
あ
っ
た
「
こ
ん
な
ま
ち
、
い
い

な
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
聞
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
各
入
賞
校
に
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
後
の
作
品
の
発
表
で
は
、

横
山
小
学
校
６
年
１
組
「
ア
ッ
プ

ル
ラ
ン
ド
」
の
皆
さ
ん
が
、
作
品

に
対
す
る
思
い
を
元
気
よ
く
発
表

し
ま
し
た
。

　
宮
城
大
学
前
副
学
長
山
田
 晴
  義
 

は
る
 よ
し

さ
ん
が
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
、
条
例
策
定
に
関
す
る

取
組
事
例
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
市
民
、
市
民
活
動
団
体
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
の
権

利
と
義
務
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
施
策
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
対
談
で
は
、
市
長
と
山
田
さ
ん

双
方
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
在
り

方
や
現
在
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
山
田

さ
ん
は
「
条
例
を
作
れ
ば
す
べ
て

が
解
決
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
大
切
な

こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
が
こ

れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
宮
城
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

古
川
 隆
 さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

た
か
し

タ
ー
に
、
市
内
外
で
活
動
す
る
３

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し

た
。

多
く
の
人
が
集
ま
り

「
登
米
市
」
の
未
来
を
考
え
る

　
市
が
目
指
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
ル
ー
ル

で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
」
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく
登登登登登登登登登登
米米米米米米米米米米
登
米
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく

男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女
ががががががががががが
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
くくくくくくくくくくく
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりり

　
ひ
　
　
と

連
載
　
第
６
回

　
男
女
共
同
参
画
の
研
修
会
も

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
同
日
に
開
催
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
Ｄ
Ｖ
」（
夫
や
恋
人
な
ど
、

身
近
な
男
性
か
ら
女
性
が
受
け
る

暴
力
）
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
ハ
ー
テ
ィ
仙
台
（
仙

台
女
性
へ
の
暴
力
防
止
セ
ン

タ
ー
）
代
表
の
八
幡
 悦
  子
 さ
ん
を

え
つ
 
こ

招
き
、「
女
性
の
生
涯
の
健
康
」
お

よ
び
「
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
」
な
ど

の
現
状
に
つ
い
て
、
自
ら
の
活
動

体
験
を
基
に
し
た
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
こ
れ
ま
で
な
か

な
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
女
性
だ
け
で
は
な 体験を基にした講話に聞き入る参加者

それぞれ考えた「未来の登米市」を発表

◆
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

　
受
賞
作
品
一
覧

小
学
生
部
門

【
最
優
秀
賞
】　

　
横
山
小
学
校
６
年
１
組

　「
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」

【
優
秀
賞
】

　
森
小
学
校
５
年
１
組

　「
森
っ
子
イ
レ
ブ
ン
」

【
優
良
賞
】

　
新
田
小
学
校
６
年
１
組

　「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」

中
学
生
部
門

【
優
良
賞
】

　
南
方
中
学
校

　「
あ
か
つ
き
・
く
ろ
ま
つ
」

「
こ
ん
な
登
米
市
に
！
」

未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

山
田
前
副
学
長
が
講
演

ま
ち
づ
く
り
の
問
題
点
や

方
向
性
を
テ
ー
マ
に
対
談

市
内
の
市
民
活
動
を

広
く
参
加
者
に
Ｐ
Ｒ

実
際
の
活
動
状
況
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
う

男
女
共
同
参
画
の
課
題

「
Ｄ
Ｖ
」に
つ
い
て
考
え
る
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市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
と
よ
ま
杯

２８
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１５

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

第
１
位
　

第
２
位
　
東
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
南
方
）

第
３
位
　
西
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
南
方
）

第
９
回
み
や
ぎ
長
持
唄

全
国
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
祝
）

１１

２３

　
■
会
　
場
　
南
方
公
民
館

米
川
バ
ン
ビ
ー
ズ
（
東
和
）

【
少
年
の
部
】

　
第
１
位
　
伊
藤
蘭
（
登
米
）

　市では、新年恒例の「市消防団出初式」を1月１０日に開催します。　

　出初式では、市民の安全・安心を願うとともに、訓練や行進を通じて力強

い登米市消防団の姿を披露します。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】　平成22年１月１０日（日）　午前９時～１１時１５分

【会場】　市消防防災センター

【内容】　観閲行進、式典、救助訓練・放水訓練、消防車両の展示など

【問い合わせ】　市消防本部警防課　消防団係　緯 ０２２０（２２）１９０１

登米市消防団出初式を開催します

昨年度の観閲行進の様子

社
会
教
育
法
施
行

　
周
年
記
念

６０社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２０

　
■
会
　
場
　
文
部
科
学
省
講
堂

【
青
少
年
教
育
功
労
】

　
鈴
木
市
郎
（
迫
）

平
成
　
年
度

２１

全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

１９

　
■
会
　
場
　
山
口
県
山
口
市

　
　
　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

【
優
良
団
体
表
彰
】

　
登
米
市
体
育
指
導
委
員
会

【
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
】

　
海
老
名
弘
志
（
登
米
）

【
　
年
勤
続
体
育
指
導
委
表
彰
】

３０　千
葉
辰
雄
（
石
越
）

第
４
回
登
米
市
水
の
里
杯

空
手
道
競
技
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

２９

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
生
３
年
男
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
千
葉
良
樹
（
中
田
）

　
第
２
位
　
千
葉
駿
介
（
豊
里
）

　
第
３
位
　
伊
藤
匠
（
迫
）

【
小
学
校
６
年
女
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
鈴
木
そ
ら
（
迫
）

【
中
学
校
男
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
菅
原
一
輝
（
中
田
）

　
【
中
学
校
女
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
藤
原
ひ
か
り
（
迫
）

第
６
回
市
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
１
年
生
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
８
日
（
日
）

１１

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園
　

【
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
及
川
・
平
野
（
東
和
）

　
第
２
位
　
星
・
高
山
（
新
田
）

　
第
３
位
　
千
葉
・
後
藤
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
（
仁
）・

　
　
　
　
　
佐
々
木
（
浩
）（
豊
里
）

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
宍
戸
・
菊
地
（
中
田
）

　
第
２
位
　
高
橋
・
吉
野
（
東
和
）

　
第
３
位
　
佐
藤
・
三
浦
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
・
阿
部
（
南
方
）

第
　
回
冬
季
み
や
ぎ

１０
弓
の
里
A
１
カ
ッ
プ

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１３

　
■
会
　
場
　
迫
体
育
館

第
　
回
登
米
市

２５
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
６
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
大
内
朝
陽
（
中
田
）

　
第
２
位
　
堺
紀
人
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
響
（
石
越
）

　
　
　
　
　
但
木
大
介
（
迫
）

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
佳
乃
（
東
和
）

　
第
２
位
　
八
嶋
莉
恵
（
登
米
）

　
第
３
位
　
千
葉
寧
音
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
瑛
（
東
和
）

【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
菅
原
潤
（
迫
）

　
第
２
位
　
加
藤
隼
也
（
迫
）

　
第
３
位
　
遠
藤
友
樹
（
迫
）

　
　
　
　
　
佐
藤
弾
（
迫
）

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
文
俊
美
（
南
方
）

　
第
２
位
　
芳
賀
明
日
花
（
東
和
）

　
第
３
位
　
小
野
寺
彩
友
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
彩
理
（
迫
）

【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
東
和
）

　
第
２
位
　
佐
々
木
廉
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
太
寅
（
東
和
）

　
　
　
　
　
佐
藤
康
（
東
和
）

【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
由
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
渡
部
唯
（
米
山
）

　
　
　
　
　
千
葉
る
い
（
石
越
）

【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
）

　
第
２
位
　
鎌
田
陸
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
淳
（
東
和
）

　
　
　
　
　
鈴
木
寅
泰
（
南
方
）

【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
狩
野
里
美
（
迫
）

　
第
２
位
　
遠
藤
千
冬
（
迫
）

　
第
３
位
　
鈴
木
彩
夏
（
迫
）

　
　
　
　
　
横
山
稀
理
（
迫
）

【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
三
浦
祐
哉
（
迫
）

　
第
２
位
　
熊
谷
祐
汰
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
慎
也
（
中
田
）

　
　
　
　
　
細
浦
大
志
（
迫
）

【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
美
乃
（
中
田
）

　
第
２
位
　
及
川
佳
澄
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
い
く
（
津
山
）

　
　
　
　
　
渡
辺
夏
水
（
南
方
）

【
リ
カ
ー
ブ
少
年
男
子
の
部
】

　
第
２
位
　
山
田
卓
（
東
和
）

【
リ
カ
ー
ブ
少
年
女
子
の
部
】

　
第
３
位
　
千
葉
優
（
東
和
）

【
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
少
年
女
子
】

　
第
１
位
　
及
川
彩
花
（
東
和
）

【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
熊
谷
尚
敏
（
迫
）

　
第
２
位
　
　
原
卓
俊
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
康
太
郎
（
迫
）

　
　
　
　
　
菅
原
吏
輝
（
中
田
）

【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
八
嶋
千
尋
（
登
米
）

　
第
２
位
　
清
野
夏
希
（
登
米
）

　
第
３
位
　
堺
す
み
れ
（
迫
）

　
　
　
　
　
千
葉
え
り
菜
（
迫
）
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秋深き登米を
駆け抜ける

日本陸上競技連盟公認コース
第２４回カッパハーフマラソン

　
第
　
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

２４

ン
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
　１１

月
　
日
、
登
米
、
中
田
に
わ
た
る

２２

「
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
公
認

コ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
市
長
が
「
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
た
だ
走
る
だ

け
で
は
な
く
、
沿
道
で
応
援
し
て

い
る
人
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
激

励
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
中
、
市

長
の
合
図
に
よ
っ
て
登
録
者
・
一

般
ハ
ー
フ
の
部
が
ス
タ
ー
ト
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

記
録
の
更
新
を
目
指
し
た
り
、
景

色
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
登
米

路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
２
５
８

５
人
が
出
場
し
、
８
種
目
　
部
門

２８

で
健
脚
を
競
い
、
力
強
い
走
り
の

公
認
ハ
ー
フ
の
部
か
ら
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
親
子
ペ
ア
の
部
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、
沿
道
の
観
衆

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

企
業
開
拓
と
雇
用
の
確
保
を
支
援

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
　
登
米
＆
雇
用
の
拡
大
を
要
望

in

　
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、

地
元
企
業
の
新
規
取
引
先
の
開
拓

や
企
業
の
P
R
の
た
め
、
市
内
外

の
発
注
企
業
と
市
内
の
企
業
が
商

談
を
行
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
i
n
登
米
」
が
　
月
　
日
、
ホ

１１

２６

テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
企
業
支
援

の
一
環
と
し
て
市
と
市
産
業
振
興

会
が
協
力
し
、
初
め
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
市
長
が
「
こ
の
事
業
を
き

か
っ
け
と
し
て
、
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、

受
注
が
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
元
地
域
で
の

働
く
場
の
確
保
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
　
当
日
は
市
内
外

か
ら
、
食
品
製
造
や
機
械

販
売
な
ど
の
発
注
企
業
　２５

社
、
市
内
か
ら
受
注
企
業

　
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

５２　
会
場
で
は
受
注
企
業
が

発
注
企
業
の
ブ
ー
ス
を
回

雇用拡大を求め要望書を提出する市長と木口所長（右）

各ブースに分かれ商談や情報交換を行う参加企業

り
個
別
商
談
を
行
っ
た
り
、
自
社

の
商
品
や
技
術
を
P
R
を
し
た
り

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る
新
規
高
卒
者
の
就

職
状
況
が
前
年
と
比
べ
、
か
な
り

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
長
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
迫
の
木
口

所
長
が
県
経
営
者
協
会
登
米
支
部

と
市
産
業
振
興
会
に
要
望
書
を
提

出
し
、
来
春
就
職
を
希
望
す
る
市

内
高
校
生
の
雇
用
拡
大
を
求
め
ま

し
た
。

各受注企業が自社の商品や会社の概要をPR

市長の合図で、登録者・一般ハーフの部がスタート

多くボランティアの皆さんが受け付けなどを協力
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良質な食材を
使い魅力をPR

登米の旬の恵み
味わいフェア２００９

　
市
内
の
生
産
者
と
都
市
部
消
費

者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
登
米
地

域
の
良
質
な
農
畜
産
物
を
消
費
者

に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
登
米
の
旬
の
恵
み

味
わ
い
フ
ェ
ア
2
0
0
9
」
が
　１１

月
　
日
に
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
開

３０
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
み
や
ぎ
登
米

農
業
協
同
組
合
と
市
な
ど
が
仙
台

国
際
ホ
テ
ル
と
共
催
で
初
め
て
企

画
し
た
も
の
で
、
市
内
の
生
産
者

お
よ
び
県
内
の
消
費
者
や
料
理
人

約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
ア
に
先
立
ち
　
日
１８

に
は
、
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
の
中
村

総
料
理
長
を
は
じ
め
各
料
理
長
が

事
前
に
市
の
生
産
現
場
を
視
察
し
、

食
材
の
良
質
さ
を
確
か
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
吟
味
し
た
登
米
地
域

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
し

な
が
ら
生
産
者
に
よ
る
食
材
の
紹

介
や
意
見
交
換
、
登
米
の
P
R
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
消
費
者
が
求
め
る
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱

藤
崎
快
適
生
活
研
究
所（
仙
台
市
）

の
牛
尾
 陽
  子
 専
務
取
締
役
所
長
に

よ
う
 
こ

よ
る
講
演
会
が
開
催
な
ど
さ
れ
ま

し
た
。

思い思いにお目当てのはっとをほおばる参加者

多
彩
な
味
の
は
っ
と
が
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
第
６
回
全
国
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

料理を通して生産者・料理人・消費者が交流

　
市
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
は
っ
と
」

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
第
６
回
全
国
は
っ
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
　
月
６
日
、
中
江
中

１２

央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
約
１
万
１
千
人
が
は
っ
と
を

堪
能
し
よ
う
と
訪
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
地
元
の

飲
食
店
な
ど
で
構
成
す
る
N
P
O

法
人
「
登
米
は
っ
と
の
会
」
な
ど

が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
、
６
回

目
と
な
っ
た
今
年
は
県
内
外
、
遠

く
は
山
梨
県
か
ら
　
店
舗
が
出
展

３１

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
米
山
丸
山
太
鼓
の
皆

さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
、
会
場

に
は
、
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
「
油
 麩
 入
り
は
っ
と
」

ふ

や
「
ず
ん
だ
は
っ
と
」「
あ
ず
き

は
っ
と
」
な
ど
の
定
番
の
は
っ
と

に
加
え
、「
カ
レ
ー
は
っ
と
」
や

「
海
鮮
は
っ
と
」、「
イ
タ
リ
ア
ン

は
っ
と
」、「
韓
国
風
は
っ
と
」
な

ど
、
各
店
舗
ご
と
に
味
や
食
材
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
は
っ
と
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
新
田
婦

人
会
に
よ
る
「
は
っ
と
踊
り
」
や

バ
ン
ド
演
奏
、
市
内
の
よ
さ
こ
い

団
体
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
演
舞
な

ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
、
は
っ
と
３
杯
で
１
回
の
抽
選

が
で
き
、
市
産
コ
メ
粉
な
ど
の
地

場
産
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

お
目
当
て
の
は
っ
と
の
テ
ン
ト
に

並
び
熱
々
の
は
っ
と
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

生産現場を視察する仙台国際ホテルのシェフ

米山丸山太鼓の演奏でフェスティバルがスタート

地場産品が当たる抽選会には長蛇の列ができました
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲参加者も一緒になってよさこいを踊り、会場は多いににぎわいました

▲地元産の食材や米粉を使い、楽しみながら調理をする参加者

▲園児によるハンドベルの演奏が、澄んだ夜空に響き渡りました。

津山もくもくランドの冬を彩るイベント「もくもく

ランドライトアップ」が１２月６日から１月３日まで

開催されました。初日の６日にはオープニングイベ

ントが行われ、つやま幼稚園の代表園児による点灯

式では、約２万個のイルミネーションに一斉に光り

がともりキラキラと幻想的な風景が広がりました。

その後、つやま幼稚園児によるハンドベル演奏や、

杉の実コーラスによる歌が披露され、会場は温かな

雰囲気に包まれていました。期間中は多くの人が訪

れ、美しいイルミネーションを楽しんでいました。

幻想的な光が冬の夜空を彩る
津山もくもくランドライトアップ

東京いしこし会主催の「第１６回東京いしこし会総会・

交流会」が 東  天  紅 上野店（東京都台東区）を会場に
とう てん こう

１１月２８日に開催され、石越出身の在京者や関係者な

ど約１００人が参加しました。交流会では、石越民謡

同好会の皆さんによる郷土の民謡の披露や、いしこ

し 会  嬉 によるよさこいの演舞などが行われ、会場は
え き

大いに盛り上がりました。また、会場内では、石越

の地酒「澤乃泉」の飲み交わしや、近況を語り合う

姿があちらこちらで見られるなど、参加者は一年に

一度の総会・交流会を楽しんでいました。

郷
東京いしこし会総会・交流会

中田町農産加工クラブ連絡協議会加工講習会が１１月

２５日、石森ふれあいセンターで開催されました。こ

の講習会は地域内農産物を活用した安全な農産加工

品の普及を目的に行われていて、講習では協議会の

小野寺会長と、会員で米粉創作料理コンテストで料

理長賞を受賞した河原 早  苗 さんを講師に、市産の米
さ なえ

粉を使った３品目の実習を行いました。中田の特産

品であるキュウリとリンゴを使ったケーキは、食材

の緑色と赤色が鮮やかで食感も良く、会員は「手軽

なので家でも作ってみたい」と話していました。

料理を通じ米粉の良さを学ぶ
中田で米粉を使った農産加工講習会

土の唄と酒に古里を思う
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▲少年の部で見事な歌声を披露し、優勝した伊藤蘭さん（登米）

農村漁村地域で、いきいきとしたシニア活動を展開

している団体に贈られる「農村漁村いきいきシニア

活動表彰」に、直売所カタクリの里運営委員会が県

代表として推薦され奨励賞を受賞しました。その受

賞祝賀会が１２月１３日に東和町米谷の「ろくしち会館」

で開催され、鈴木会長は「今回これまでのわたした

ちの活動が認められたのはうれしい。今後なお一層

地域のため活動していきたい」とあいさつしました。

その後、会食をしながら、いままでの反省点や今後

の目標などについての意見を交わしました。

今後のさらなる活動を誓う

東和「農村漁村いきいきシニア活動表彰」

古くから歌い継がれ、婚礼の席に欠かせない「長持

唄」の全国１位を競う「第９回みやぎ長持唄全国大

会」（同実行委員会主催）が１１月２３日、南方公民館

（農村環境改善センターホール）で開催されました。

大会には、県内をはじめ愛知県や石川県など全国各

地から１２４人の選手が参加し、「少年の部」「熟年の

部」「一般の部」に分かれて日ごろ鍛えた自慢の伸び

のある歌声や節回しを披露しました。次々と披露さ

れる見事な歌声に、訪れた観客からは盛大な拍手が

送られていました。

▲各団体の素晴らしい演技に、会場からは大きな拍手が送られました

今年で２８回目を迎え、毎年の恒例行事となった迫町

老人クラブ連合会主催の芸能大会が１２月１１日、北方

公民館を会場に約２５０人の会員が参加して開催され

ました。芸能大会では、各団体が舞踊やダンス、歌

謡など、日ごろの活動の成果をステージで披露し、

素晴らしい演技の連続に、会場はとても盛り上がり

ました。また昼食時には、ボランティアグループ

「ゆずり葉の会」の皆さんから、温かい豚汁が振る舞

われるなど、参加した皆さんは終始楽しい時間を過

ごしました。

伸びのある声で唄の競演
南方で長持唄の全国大会

▲活動が評価され奨励賞を受賞したカタクリの里運営委員会の皆さん

んなが主役の芸能大会
迫老人クラブ連合会「芸能大会」

み
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▲登米産の牛肉を使った牛汁試食コーナーも大人気でした

▲実際のマリンバの体験演奏などもあり、参加者は音楽を楽しみました

豊里老人保健施設・スマイルとよさとで１２月３日、

「ロビーコンサート」が(財)登米文化振興財団などの

主催により開催されました。コンサートには入所者

など約７０人が参加し、クラシックのほか、ピアノと

マリンバの演奏や、うつくしい歌声で歌われる童謡

「ふるさと」や歌謡曲「川の流れのように」などの名

曲を楽しみました。入所者の皆さんは、実際にマリ

ンバを演奏したり、知っている曲が演奏されると、

音楽に合わせて手拍子をしたりと、音楽を楽しみ、

少し早いクリスマスプレゼントを楽しみました。

クラシック音楽を楽しむ
スマイルとよさとで「ロビーコンサート」

中津山コミュニティパークゴルフ大会が１１月２７日、

加護坊パークゴルフ場で開催されました。この事業

は、今年度宝くじ助成事業によって「パークゴルフ

セット」が中津山地区の整備されたことを記念して

開催されたもので、大会には米山町中津山地区１１行

政区から６５人もの地域住民が参加しました。終了後

参加者からは「もっと練習して、来年はもっと良い

成績を残したい」といった声が聞かれるなど、より

一層のコミュニティの親睦を深めることができた大

会になりました。

パークゴルフを通して交流
米山で中津山コミュニティパークゴルフ大会

市とよま産業まつり（とよま産業まつり実行委員会

主催）が１１月２２日、登米総合体育館前の駐車場で開

催されました。会場では、とよま産の牛肉や豚肉、

りんご、新鮮野菜などが販売され、地場産農産物の

品質の良さと食味の良さを消費者にＰＲしました。

また、カッパハーフマラソン大会と同時開催してい

ることから、大会に参加した人も多く訪れ、とよま

牛、とよまポークの試食を楽しんだり、直売コー

ナーで買った牛肉などを炭火を使った鉄板の上で焼

いたりしながら、登米の味を堪能していました。

地
登米で「とよま産業まつり」

元農産物の良さをＰＲ

▲入賞者には大立目会長から表彰状と記念品が贈呈されました
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トピックス 
 ぷらぷらすす

幼年期から防火についての正しい知識を身に付けてもらお

うと１２月６日、佐沼保育園幼年消防クラブ（佐野 秀 
しゅう

 道 園長、
どう

６４人）にタンバリンや太鼓などの幼年消防用鼓笛隊セット

が寄贈されました。これは、日本防火協会から宝くじの

助成を受けて購入されたもので、贈呈式では、菅原予防課

長から佐野園長に鼓笛隊セットの目録が手渡されました。

幼年消防クラブに鼓笛隊セットを寄贈

▲鼓笛隊セットの目録を受け取る佐野園長

▲奥野講師（壇上右）によるレクダンスの指導

手と手を取り合い楽しくダンス

今年で１０回目を迎えるレクダンス・サークル交流会が１１月

２８日、中田総合体育館で開催され市内外から２３サークル・

約４６０人が参加しました。交流会では１０周年を記念して、

全国レクリエーションダンス指導者協議会の奥野 忠  枝 さん
ただ え

による講習会や、市外のサークルによる特別演技などが行

われ、参加者はダンスを通して交流を深めました。

１１/２８

▲市の被災対応に対して御礼を述べる佐々木会長

災害への復興支援に感謝

昨年の台風１８号による津山町横山地区の被災対応に関して、

「横山地区災害から人命財産を守る会」の代表者１１人が１２月

３日、市役所迫庁舎を訪れ、市長に復旧対応について御礼

を述べました。代表者からは「人員派遣などにより早急な

復興ができました」と御礼が述べられたほか、道路や河川

の早期改修や整備についての要望書が提出されました。

１２/３

市の農業・農村の活力ある発展を願い１２月１１日、市農業委

員会を代表して秋山会長が市長に建議書を提出しまし

た。 これは、日ごろ農業者が農業委員に寄せた所得補償

制度や後継者対策など農業施策上の課題や問題点について

集約したもので、これを受け今後市では、関係機関などと

課題解決に向け協議・検討することとしています。

農業委員が「農家の声」を市長に建議

▲秋山会長が委員とともに建議書を市長に提出

１２/６

１２/１１
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

愛華ちゃんはプリキュアが大

好き。中でもキュアピーチと

シフォンがお気に入りで、シ

フォンのぬいぐるみを大切に

しています。昨年、お姉ちゃ

んになった愛華ちゃんは、弟

のお世話も進んでしています。

沼倉  愛  華 ちゃん
まな か

（中田町蓬原）

平成１８年７月４日生まれ

（３歳）

貴記さんの長女

後藤　 璃  乃 さん（北方小５年）
り の

（迫町山の上・茂信さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№５７

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
学
校
で
は
得
意
の
ピ
ア
ノ
を
生

か
し
、
音
楽
係
と
し
て
み
ん
な
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
な
ど
を
演
奏

し
て
い
る
璃
乃
さ
ん
。
北
方
小

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
小
学
２
年
か
ら

所
属
し
て
い
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

が
得
意
な
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
璃
乃
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と
。

通
っ
て
い
る
音
楽
教
室
の
発
表
会

の
際
、
教
室
の
先
生
が
ピ
ア
ノ
で

心
に
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
奏
で
た
い

バ
イ
オ
リ
ン
と
協
演
す
る
の
を
見

て
感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
す
。

　
練
習
で
は
、
複
雑
な
指
使
い
や
、

リ
ズ
ム
変
化
の
あ
る
曲
に
も
積
極

的
に
挑
戦
し
て
い
る
璃
乃
さ
ん
。

　
将
来
の
目
標
は
と
い
う
質
問
に

は
「
自
分
が
弾
く
ピ
ア
ノ
で
多
く

の
人
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら

れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
で

す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

京太朗くんは、働く車が大好

きで、おもちゃで遊ぶ時も

ショベルカーやユンボが主役

です。大きくなったら消防士

になりたい京太朗くんは、消

防車を見かけると上手に敬礼

のポーズをします。

榊原  京 
きょう

 太  朗 くん
た ろう

（南方町苔野谷地上）

平成１８年７月２０日生まれ

（３歳）

卓朗さんの長男

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
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７
‐
０
５
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登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
　
　

俳
　
句

 影
  絵
 な
る
 北
  上
  連
  山
  初
 

か
げ
 
え
 

き
た
 か
み
 れ
ん
 ざ
ん
 は
つ

 茜
 　
　
　
　
　
　
　
日
　
野
　
薫
　
悦
（
 
迫
 ）

あ
か
ね

 小
  茶
  花
 や
 語
 ら
ぬ
こ
と
の

さ
 
ざ
ん
 
か
 

か
た

 蘚
 し
く
　
　
　
　
小
　
平
　
華
　
子
（
東
和
）

あ
た
ら

 着
 ぶ
く
れ
て

き

 踊
 

お
ど
り

の
 着
  付
 ま
ま
な
ら
ず
　
　
　
岸
　
名
　
和
　
子
（
東
和
）

き
 
つ
け

め
く
ら
れ
て
 枯
 れ
 蓮
 で
あ
り
 水
 の
 画
  布
 　
　
根
　
本
　
文
　
子
（
東
和
）

か
 

は
す
 

み
ず
 

が
 
ふ

 陽
 を
ひ

 包
 み

つ
つ

 芯
 に

し
べ

 色
  染
 む

い
ろ
 
そ

 冬
 

ふ
ゆ

 薔
薇
 　
　
　
　
　
山
　
内
　
成
　
子
（
中
田
）

そ

う

び

 初
  雪
 や

は
つ
 ゆ
き

 小
  踊
 り
し
て
い
る

こ
 
お
ど

 姉
 

あ
ね

 弟
 　
　
　
　
　
小
野
寺
　
タ
へ
子
（
中
田
）

お
と
と

 布
  施
  柿
 に

ふ
 
せ
 
が
き

 優
 

や
さ

し
さ
 残
 す
 過
  疎
 の
 里
 　
　
　
　
猪
　
股
　
き
よ
み
（
中
田
）

の
こ
 

か
 
そ
 

さ
と

 雁
  行
 の
 車
  道
 

が
ん
 こ
う
 

し
ゃ
 ど
う

 長
 

ち
ょ
う

 蛇
 の
 列
 と
な
り
　
　
　
　
　
酒
　
井
　
み
つ
子
（
中
田
）

だ
 

れ
つ

 柿
 を
む
く

か
き

 母
 の

は
は

 古
  着
 で

ふ
る
 

ぎ

 身
 を
み

 包
 み
　
　
　
　
佐
　
藤
　
や
す
子
（
中
田
）

つ
つ

 老
 い
し

お

 身
 の
み

 先
  行
  照
 ら
す

さ
き
 ゆ
き
 
て

 冬
 の

ふ
ゆ

 月
 　
　
　
　
佐
々
木
　
弘
　
生
（
中
田
）

つ
き

 猿
  酒
 や
 村
  長
 の
 家
  峡
  深
 し
　
　
　
　
　
　
　
西
　
條
　
邦
　
泰
（
津
山
）

さ
る
 ざ
け
 

む
ら
 お
さ
 

い
え
 か
い
 ふ
か

 朝
  顔
 や

あ
さ
 が
お

 明
  日
 へ
の
つ
ぼ
み

あ
 
す

 色
 を

い
ろ

 巻
 く
　
　
　
高
　
橋
　
ち
よ
の
（
津
山
）

ま

　
　
　

川
　
柳

 芸
 

げ
い

 術
 

じ
ゅ
つ

 祭
 は
っ
と

さ
い

 文
  化
 が

ぶ
ん
 
か

 光
 る

ひ
か

 秋
 　
　
　
　
　
千
　
葉
　
青
　
柳
（
 迫
 ）

あ
き

 寝
 た
き
り
の

ね

 母
 

は
は

の
 名
薬
 は

く

す

り

 家
  族
 の

か
 
ぞ
く

 笑
  顔
 　
　
及
　
川
　
千
枝
子
（
中
田
）

え
 
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
月
　
日
ま
で
ご
応

１２

募
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ

さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

作

品

募

作

品

募

集集

!!
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悠人くんは、お風呂が大好き。

「お風呂だよ」と言われると、

自分からお風呂場に向かいま

す。猫とアヒルが出てくるの

ＣＭも大好きで、ＣＭが流れ

るとじっとテレビを見ている

悠人くんです。

 吉成  悠  人 くん
ゆう と

（登米町金谷）

平成２０年１０月１２日生まれ

（１歳）

友宏さんの長男

公園で遊ぶのが好きな華蓮

ちゃん。長沼フートピア公園

の長い滑り台も一人で滑れま

す。最近では、弟におやつを

食べさせてあげたり、お世話

をしたりしている優しいお姉

ちゃんです。

及川  華  蓮 ちゃん
か れん

（迫町大形）

平成１９年２月８日生まれ

（２歳）

一さんの長女

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№５７

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№５７

新刊紹介 ＝迫図書館＝ 緯０２２０（２２）９８２０

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
７
２

㌢

で
Ｏ
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
昨
年
の
４
月
か
ら
津

山
木
工
芸
品
事
務
協
同
組
合
に
勤

め
て
い
ま
す
。
い
ま
は
見
習
い
と

し
て
、
木
工
職
人
か
ら
家
具
や
生

活
雑
貨
な
ど
の
木
工
芸
品
の
設
計

や
制
作
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
曲
が
っ
た
こ
と

が
嫌
い
で
、
何
事
に
も
真
剣
に
取

り
組
む
タ
イ
プ
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
三
陸
道
を
使
い
、
仙

台
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
最
近

は
忙
し
く
て
回
数
は
減
り
ま
し
た

が
、
た
ま
に
大
学
時
代
の
友
達
と

飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
自
転
車
が
好
き
で
自

分
で
部
品
を
買
っ
て
組
み
立
て
た

り
、
調
整
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

仙
台
で
の
買
い
物
に
も
自
転
車
を

持
っ
て
行
き
、
自
転
車
に
乗
っ
て

市
内
の
店
舗
を
回
っ
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
女
性
像
　
思
い
や
り
が

あ
っ
て
笑
顔
が
素
敵
な
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
最
近

や
っ
と
仕
事
の
あ
る
生
活
に
慣
れ

て
き
た
の
で
、
今
後
は
職
人
か
ら

よ
り
多
く
の
技
術
や
手
法
を
学
び
、

一
日
も
早
く
自
分
の
商
品
が
作
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊藤　敦史さん（23歳）

　いとう　あつし　

　津山町横山９区・てんびん座

職
人
の
技
術
を
学
び
一
日
も
早
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
手
掛
け
た
い

 江  姫たちの戦国（上）
ごう

田渕 久美子 ／著

２０１１年ＮＨＫ大河ドラマの

原作。お市の方の三女、江

の生涯を描きます。

オオカミ
エミリー・グラヴェット／著

ウサギが図書館からオオカ

ミの本を借りました。夢中

で読んでいると・・・。

ちか１００かいだてのいえ
いわい としお／著

「１００かいだてのいえ」第２弾。

クウちゃんは地下１００階の

パーティーに誘われました。

のってみよう！蒸気機関車
持田 昭俊／著

日本各地を走る蒸気機関車

の写真がいっぱいです。ど

んな機関車があるかな。

マラソン１年生

たかぎ なおこ ／著

一念発起で始めたマラソン

体験のエッセイ。走るのは

楽しい！？

土鍋で炊くごちそうご飯

川那辺 行繁 ／著

土鍋でご飯を炊いてみませ

んか。おいしく気軽に炊け

るヒントがいっぱいです。
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　登米祝祭劇場
　１月のイベント情報

◆佐藤恵久子作品展

～ひらめきを思いのままに～

【日時】　１月５日（火）～２９日（金）

　午前１０時～午後５時

　（最終日は正午まで）

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）０１１１

◆登米市の秋の風景画コンクール

【日時】　１月９日（土）～１１日（祝）

　９日：午後１時～５時

　１０日：午前９時３０分～午後５時

　１１日：午前９時３０分～正午

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　教育委員会

　緯 0220（34）2670

◆災害ボランティア講演会

【日時】　１月２６日（火）午前１０時～

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　社会福祉協議会

　緯 0220（21）6310

◆映画会①「レイトン教授と永遠の

歌姫」②「沈まぬ太陽」

【日時】　１月３１日（日）

　①午前１０時～　②午後１時～

【場所】　大ホール

【入場料】　①900円（当日のみ）

　②1,000円（前売り）・1,500円（当日）

【問い合わせ】　オカダプランニング

　緯 0225（22）0934　　

　「とめっこマネー」
　第４回抽選会を開催　

　若者無業者（一定期間無業状態の

人）の職業意識の啓発や社会適応支

援の一環として、市内居住者を対象

とした出前相談会を開催します。

【日時】　２月１０日（水）

　午前１０時～午後４時３０分

【場所】　県登米合同庁舎

　保健所棟３階会議室

【内容】　若者無業者の就労・自立に

　関する個別相談会

【対象者】　若者無業者、その保護者

　など（要予約）

【費用】　無料

【申込方法】　電話

【申込期限】

　２月９日（火）午後５時

　みやぎ北若者サポート
　ステーション出前相談会

【申し込み・問い合わせ】

　みやぎ北若者サポートステーション

　緯 0229（21）7022

　登米市共通商品券「とめっこマ

ネー」の第４回抽選会が１月２０日

（水）に開催されます。

　今回の抽選対象になるのは、平成

２１年７月１６日から平成２２年１月１５日

までに加盟店でご利用いただいた商

品券で、地デジ対応液晶テレビ（国

産メーカー２０Ｖ型）３本など合計

183本が抽選されます。

　当選番号は、２月に全戸配布予定

のチラシおよび店頭表示などで発表

になります。お手持ちの半券（お楽

しみ抽選券）を忘れずにご確認くだ

さい。

　なお、１月１６日以降のご利用分は

次回抽選会の対象になります。

【問い合わせ】　登米市振興協同組合

　緯 0220（22）3681

　日本語サポーター募集

　苛宮城県国際交流協会（ＭＩＡ）

では、県内に住む外国人に日本語を

教える日本語サポーターを募集して

います。外国人の日本語学習を手伝

いながら、国際交流をしてみません

か。興味のある人は、まずは資料請

求をしてください。

◆ＭＩＡ日本語サポーター

　県内に住む外国人にマンツーマン

　で日本語を教えるボランティアで

　す。18歳以上の県民の人ならど

　なたでもご登録いただけます。

【資料請求先・問い合わせ】

　苛宮城県国際交流協会

　企画事業課（担当：伊藤）

　〒981－0914

　仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７

　宮城県仙台合同庁舎７階

　緯 022（275）3796

　胃 022（272）5063

　死 mia@k2.dion.ne.jp

【URL】　http://www.h5.dion.ne.

　jp/~mia/

第３回抽選会の様子

纂１１０番の正しい利用を

　「１１０番」は、事件・事故専用の「緊急通報用電話」です。しかし、

１１０番通報のうち約３分の１は、緊急を要しない相談・照会などが占

めています。そのため「緊急を要する事件・事故の１１０番通報」がつな

がりにくくなり、緊急事案に対処できなくなる恐れがあります。

　そこで、警察に対する運転免許更新手続きや警察署の電話番号など

の照会、そのほかの要望・相談については下記に電話してください。

佐沼警察署・登米警察署

１月１０日は１１０番の日

「いち早く　いそがず慌てず　れい静に」
１ １ ０

～悩むより　かけて安心～　三9110

警察相談専用電話　　　　　022（266）9110
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　１月の
　パソコン相談室

興パソコン教室　

①カレンダーを作ってみませんか。

【日時】　

　１月１２日（火）　午前１０時～正午

　１月１５日（金）　午後７時～９時

②家族の予定表を作ってみませんか。

【日時】

　１月１９日（火）　午前１０時～正午

　１月２２日（金）　午後７時～９時

①②共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円　

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日まで

興無料相談室

【日時】１月２４日（日）　

　午前１０時～正午

【場所】　米山公民館

【申込期限】　５日前まで

興出前コース

　あなたの自宅にパソコンを持参し

　て相談に応じます。

【料金】　１コース5,０００円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　ＮＰＯ法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（２１）5262　

　事業主の皆さんへ

　高校生が教える
　簿記入門講座のお知らせ

皐地デジについての質問に答えます

　【アンテナについて】

　Ｑ：家にはアナログテレビが３台ありますが、地デジチューナーは１台

　　　だけでいいのでしょうか？

　Ａ：地デジチューナーはテレビの台数分必要です。１台のチューナーに

　　　複数のテレビを接続することは可能ですが、その場合は全部のテレ

　　　ビで同じ番組を見ることになります。

　Ｑ：デジタルテレビに替えたらアンテナはどうすればいいのでしょうか？

　Ａ：地デジでは今使っているＵＨＦアンテナがそのまま利用できます。

　　　ただし、電波状態によっては別途対策が必要なこともあります。ま

　　　た、衛星放送もアナログ用のアンテナを利用できます。

　【録画機について】

　Ｑ：今のＶＨＳビデオは地デジでも使えますか？

　Ａ：裏番組録画は不可能な場合が多いと思われますが、再生は可能です。

　　　ただし、画質には不満を感じることになると思います。

　そのほか地デジに関する質問は、下記に電話してください。

～地デジいろは塾～

【問い合わせ】　地デジコールセンター　緯  0570（07）0101

　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

親子で体験保育ができます。

【日時】　１月１５日（金）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　もちつき会

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けしています。

№７

　石巻市南境字大槻２０

　緯 0225（２２）9188

　胃 0225（２２）9189

　（担当：宮浦・阿部（朝）・小山）

　簿記の普及と市民との交流を目的

に開講します。高校生が親切丁寧に、

日商簿記検定３級の概要や用語につ

いて説明を行います。

【日時】　２月１５日（月）～１９日（金）

　午後６時～８時

【場所】　宮城県石巻商業高等学校

【対象者】　一般成人・簿記初心者

【受講料】　無料　

　※ただし問題集代７７０円がかかり

　ます。

【申込方法】　電話、ファクシミリ、

　郵送（はがき）

　※ファクシミリ・郵送（はがき）の

　場合は、住所、氏名を記入の上、

　「簿記入門講座希望」と明記し、申

　し込みください。

【申し込み期限】

　２月５日（金）必着

【問い合わせ】　

　宮城県石巻商業高等学校

　〒986-0031

　「新春講演会」の開催

【日時】　１月２０日（水）

　午後３時３０分～５時

【会場】　ホテルサンシャイン佐沼

【内容】　テーマ：「地域主権時代の幕

　開け、今こそ登米の時代！～新し

　い時代の地域経営のあり方～」

　講師：増田 寛  也 さん（前岩手県知
ひろ や

　事、珂野村総合研究所顧問）

【共催】　

　花登米法人会、花宮城県経営者協

　会登米支部、登米市産業振興会

【聴講料】　無料　【定員】　１００人

　「就職面接会」への参加企業を募集

しています。

【日時】　１月２５日（月）

　午後１時３０分～

　（受付開始は午後０時30分）

【場所】　大崎合同庁舎１階大会議室

　（大崎市古川旭四丁目１－１）

【内容】　平成２２年３月に高等学校を

　卒業する生徒との面接会です。合

　同面接方式で、複数の生徒と面接

　することができます。　

【問い合わせ】

　ハローワーク迫（学卒担当）

　緯 0220（22）8609

【申込方法】　電話

【申込期限】　１月１４日（木）

【申し込み・問い合わせ】

　花登米法人会

　緯 0220（22）6617　
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

～20歳になったら国民年金～20歳になったら国民年金～～

　新成人の皆さん、２０歳になると、義務として国民年金に加入しないといけ

ないこと、ご存知ですか？

　国民年金は、老後はもちろん、けがや病気などで収入が途絶えても、誰も

が安定した生活を送れるように社会全体で支え合う制度です。「年金なんて

まだまだ先のこと」と思われる人もいるかも知れませんが、老後にきちんと

年金を受け取るためには、２０歳のうちから保険料を納付していくことになっ

ています。また、万が一突然の事故で、障害や死亡といった事態に遭ってし

まったとき、自身や家族の経済的な支えとなる年金を受け取るためにも、普

段からきちんと保険料を納付していくことが大切です。

纂生活を支える３つの基礎年金

　　【老齢基礎年金】　　　　【障害基礎年金】　　　　【遺族基礎年金】　

纂国民年金の加入者（被保険者）は、職業などによって３種類に分かれてい

　て、保険料の納付方法も異なります。

　・第１号被保険者＝学生、フリーター、自営業者、農業従事者などとその

　　　　　　　　　　配偶者

　・第２号被保険者＝会社員、公務員などの厚生年金保険、共済組合の加入者

　・第３号被保険者＝第２号被保険者に扶養されている妻（または夫）

　このうち、第１号被保険者になる人は、給料から天引きされる会社員など

と異なり、自分で保険料月額14,660円（平成２１年度）を納めなくてはいけま

せん。加入の手続きをとると、納付書が送付されますので、銀行や郵便局、

コンビニエンスストアなどの窓口で支払うか、口座振替などの方法で納付し

ます。もし収入がなく納付が困難なときは、申請により保険料の納付が免除

や猶予される制度があります。また、学生には「学生納付特例」という制度

があります。納付が難しいときは、未納のままにせず、必ず年金事務所など

にご相談ください。

【問い合わせ】　市民生活部国保年金課年金医療係　緯 0220（58）2166 

　　　　　　　古川年金事務所国民年金課　緯 0229（23）1203

　健康保険、厚生年金保険、

国民年金など社会保険の全般

についての相談に応じます。

【１月の開設日】　１月８日（金）

【時間】　午前９時１０分～正午

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設

　県登米保健福祉事務所
　（保健所）健康相談など

予約先電話番号事　業　名期日

０２２０（２２）６１１８
ア ル コ ー ル
家 族 教 室

２０（水）

０２２０（２２）６１１８
精神保健福祉相談
（こころの相談）

２８（木）

　プライバシーは守られますので、

安心してご相談ください。

【１月の相談日】

【相談料】　無料

【会場】　東部保健福祉事務所登米地

　域事務所

【注意事項】　必ず予約が必要です。

　日程など変更する場合もあります

　ので、予約の際に電話で確認して

　ください。

【その他】　保健師による相談も随時

　受け付けしています。

【問い合わせ】

　県登米保健福祉事務所

　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

高齢になったときに 病気やけがで障害の状
態になったときに

一家の支えにもしもの
ことがあったとき、残
された遺族に

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　１月２２日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　１月５日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　２月９日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　１月２６日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155
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平成２２年度非常勤職員などの
登録者を募集します

　平成２２年度の非常勤職員・臨時職員・パート職

員の登録者を募集します。

　採用者は、登録された人の中から必要に応じて

選考を行い決定します。

　なお、過去に登録された人も平成２２年度の採用

を希望する場合は、再度登録が必要です。

【主な職種】　保育士、児童館指導員、幼稚園講師、

　教員補助員、看護師、准看護師、介護員、事務補

　助員など

【募集期間】　１月８日（金）から受け付けます。　

　ただし、４月からの採用を希望される人につい

　ては、２月５日（金）まで登録をお願いします。

【登録申請書など】　募集要領や登録申請書は、

　人事課・医療管理課または各総合支所窓口に備

　え付けてあるほか、市ホームページからもダウ

　ンロードできます。

【登録の方法】　所定の登録申請書に必要事項を記

　入の上、写真を貼り付け、総務部人事課（市役

　所迫庁舎2階）に提出いただくか、郵送してくだ

　さい。

【申し込み・問い合わせ】　

　総務部人事課　職員厚生係

　〒987-0511　

　登米市迫町佐沼字中江

　二丁目６番地１

　緯 0220（22）2145

農業者年金に加入しませんか

農業に従事されている人で次の要件を満たしていれば加入できます。

　60歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事している人

　（配偶者や後継者も加入できます。）

少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。年金資産は安全かつ効率的な運用。

　保険料は、月額20,000円から67,000円まで。1,000円単位で自由に選択できます。

終身年金で８０歳までの保証付きです。

　農業者年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。

　仮に80歳前に亡くなった場合でも、80歳までに受け取れるはずの老齢年金額が遺族に支給されます。

税の特例が用意されています。

　支払った保険料は、全額（１人当たり最高年額80万4千円）が社会保険料控除の対象となります。

　将来受け取る農業者年金は公的年金等控除が適用されます。（65歳以上の人は公的年金などの合計が120

　万円までは非課税）

認定農業者など一定の要件を満たす人には、保険料の国庫補助があります。

　認定農業者で青色申告など一定の要件を満たす人には、保険料の国庫補助（月額最高1万円）があります。

【申し込み・問い合わせ】　農業委員会事務局　緯 0220（34）2317　

　またはＪＡみやぎ登米各基幹支店、ＪＡ南三陸津山支店

～しっかり積み立て　がっちりサポート　安心で豊かな老後を～

栢農業者年金の特徴

農業者の皆さん、老後の生活安定のため、農業者年金に加入しましょう。

　市では、将来の景観のあり方について、市民皆さんの意見

を聞きながら、「登米市景観計画」を策定するため、検討を進

めてきました。今回、素案がまとまりましたので、下記によ

り説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

【開催日】　1月16日（土）

【会場・時間】　

　

　

　※どの会場の説明会でも参加できます。

【問い合わせ】　建設部都市計画課　都市計画係

　緯 0220（34）2446

「登米市景観計画市民説明会」を開「登米市景観計画市民説明会」を開催催

時　間会　場

午前９時３０分～迫 公 民 館

午後１時～　　登 米 総 合 支 所

午後３時３０分～豊 里 総 合 支 所

　市民プールは設備改修工事のため、休館になります。ご

利用の皆さんには、ご不便をお掛けしますが、ご理解いた

だきますようお願いします。なお、利用の再開については、

広報紙およびホームページなどでお知らせします。

【休館期間】　1月6日（水）～３月31日（水）

【問い合わせ】　

　教育委員会生涯学習課  体育振興係   緯 0220（34）2698

　市民プール   緯 0220（22）5492

市民プール休館のお知らせ
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▼ 新年明けましておめでとうございま

す。皆さんは、今年の抱負はもう決まり

ましたか？運動不足のわたしは、ことし

こそは定期的にスポーツをしようと思っ

ています。 ▼昨年の取材の際には、多く

の皆さんにご協力をいただきありがとう

ございました。本年も、皆さんに親しま

れる「広報とめ」を編集してまいります

ので、ご愛読の程よろしくお願いいたし

ます。（猪股）

登米市のデータ

人　口
世帯数地区

計女男

21,73311,23410,4997,300迫

5,4492,8592,5901,812登米

7,4753,8333,6422,464東和

16,2528,3347,9184,650中田

6,8303,4803,3502,016豊里

10,4115,3475,0642,866米山

5,5882,8402,7481,578石越

9,0954,7044,3912,510南方

3,9032,0231,8801,220津山

86,73644,65442,08226,416合計

人口・世帯数

（平成21年11月末現在）

編 集 室 か ら

登米市競争入札参加資格審査申請

　市が発注する工事や業務などに係る競争入札参加を希望する場合は、資

格審査を受け、競争入札資格者名簿への登録が必要になります。まだ平成

２１・２２年度参加資格の登録をしていない人は、要領などを確認の上、申請

してください。

【登録区分】　建設工事、建設関連業務、物品の製造・販売等、役務の提供等

【提出書類】　登米市申請様式一式

　※登録区分ごとに各１部提出のこと。

　※登録区分ごとに色指定するＡ４版フラットファイルに綴じ込むこと。

　　⇒建設工事＝水色、建設関連業務＝赤色、物品の製造・販売等＝黄色、

　　役務の提供等＝緑色

登米市競争入札参加資格登録の業種の追加申請

　既に平成２１・２２年度参加資格の登録を受けている人で、業種の追加を希

望する場合は、随時受け付けしています。

登米市小規模工事等契約希望者登録申請

　登米市競争入札参加資格審査申請しない人で、「小規模な建設工事や修

繕」の受注を希望する場合は、要領などを確認の上、申請してください。

【対象工事など】　小規模な建設工事や修繕で、内容が簡易で履行の確保が

　容易なもの、かつ、１件の工事・修繕金額が５０万円以下のもの

【提出書類】　小規模工事等契約希望者登録申請書（様式第１号）など

・・共通事項

【対象者】　市内（本店または支店の所在が市内）の業者

【申請要領などの貸し出し】　

　申請要領と申請様式は、市ホームページからダウンロードするか、総務

　部総務課契約係窓口での貸し出しを利用してください。

【受付期間】　随時受け付け　※土曜・日曜・祝祭日・年末年始を除く

【受付時間】　午前９時～１１時３０分、午後１時～４時

【受付場所・申請方法】　総務部総務課契約係（市役所迫庁舎２階）へ持参

　してください。郵送での申請はできません。

【問い合わせ】　総務部総務課　契約係　緯 0220（22）2091

登米市競争入札参加資格審査申請など登米市競争入札参加資格審査申請などのの

随時受け付けを行っていま随時受け付けを行っていますす

【対象者】　市内在住の２歳児と３歳児

　 ▼２歳児＝平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ

　 ▼３歳児＝平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ

【ねらい】　

　 ▼２歳児＝親子で楽しく遊ぶ

　 ▼３歳児＝集団で遊ぶ楽しさを味わう

【募集人員】　 ▼２歳児＝２０人　 ▼３歳児＝３０人

【活動日時】　週１回程度

　 ▼２歳児＝午前１０時～１１時

　 ▼３歳児＝午前１０時～１１時３０分

【活動内容】　親子で一緒に歌や体操、手遊び、製作活動などをします。

【保育料】　無料（教材費、おやつ代は別途負担となります。）

【申込方法】　迫児童館備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、直

　接持参してください。

【受付期間】　１月１４日（木）～２月５日（金）

【申し込み・問い合わせ】　迫児童館　緯 0220（22）2524

迫児童館幼児クラブ会員募集

忘れずに納めましょう

１月の納税 など

国民健康保険税　第８期
介護保険料　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第７期

納期限　２月１日（月）

緯
お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111
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税務課からのお知らせ

  受　付　時　間日　　程会　　場

 【午前】８時３０分～１１時

 【午後】１時～３時３０分

１月１９日（火）・２０日（水）
迫庁舎（２階大会議室）
登米総合支所（２０１・２０２・２０３会議室）
石越総合支所（ボランティア室）

１月２２日（金）・２５日（月）
東和総合支所（３階大会議室）
米山総合支所（２階大会議室）
津山町老人福祉センター（会議室）

１月２６日（火）・２７日（水）
豊里総合支所（２階大会議室）
南方庁舎（２階大会議室）

１月２８日（木）・２９日（金）中田庁舎（１階１０１会議室）

纂畜産収支事前記帳相談会を実施します　

　白色申告の畜産農家（個人事業主）を対象とした、記帳相談会を実施します。畜産に係る収支内訳書の作成は時

間がかかりますので、必ず記帳相談会で作成されるようお願いします。

【必要書類】　①畜産に係る収支内訳書　②減価償却費計算書　③肉用牛の棚卸表　※②と③は昨年の申告で作成し

　たものも必要です。④肉用牛の売り上げと経費がわかる書類（農協発行の出荷実績一覧書・各経費の領収書など）

　⑤筆記用具　

【問い合わせ】　総務部税務課　市民税係　緯 0220（22）2163

　市民の皆さんに、市の教育に対する関心を高めてもらうとともに、教育の在り方など、さまざまな提言をい

ただき、これからの教育の進展につなげるため、作文･論文コンクールを実施します。

　なお、このコンクールは、上杉皮膚科医院（迫）・上杉 恭 
やす

 弘 先生からいただいた寄付金により、昨年に続いて
ひろ

実施するものです。

【応募資格】　市内の小学生以上の人

【部門・テーマなど】

　▼小学生低学年（１年生～３年生）の部

　①作文テーマ＝「学校で楽しかったこと」「これから　

　挑戦したいこと」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙２枚程度

　▼小学生高学年（４年生～６年生）の部

　①作文テーマ＝「好きな教科」「苦手な教科」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙２枚程度

　▼中学生の部

　①作文テーマ＝「私の勉強方法」「学校生活で大切なこと」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙３枚程度

　▼一般の部（高校生以上）

　①論文テーマ＝「登米市の教育へ求めるもの」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙５枚程度

　▼教職員の部（個人･団体を問いません）

　①研究論文テーマ＝自由

　②原稿用紙＝自由

　※いずれも作品は自作・未発表のものに限ります。

　※応募作品は原則返却しません

【応募方法】

　「作品応募用紙」に必要事項を記入し、作品の前面に張

　り付けて、郵送または持参してください。

　「作品応募用紙」は、教育委員会教育総務課（中田庁舎

　３階）に備え付けてあるほか、市のホームページから

　もダウンロードできます。なお小･中学生の部と教職

　員の部については、学校を通じて応募してください。

【締め切り】　１月２９日（金）

【表彰】　

　①小学生低学年の部、小学生高学年の部＝賞状と図書

　券（７千円、５千円、３千円）

　②中学生の部＝賞状と図書券（１万円、７千円、５千円）

　③一般の部、教職員の部＝賞状と賞金（３万円、２万

　円、１万円）

　※入賞結果は、市ホームページでお知らせします。

【応募先・問い合わせ先】　

　教育委員会教育総務課　総務係

　〒987-0602　登米市中田町上沼字西桜場１８

　緯 0220（３４）２６７０

纂固定資産税償却資産申告書の提出について

　平成２２年度の償却資産の申告時期が近づいてきました。事業で使われる償却資産を所有している個人・事業所の

皆さんは、賦課期日（平成２２年１月１日）現在の償却資産を、２月１日までに申告してください。課税の対象とな

る償却資産は、土地および家屋以外の事業で使用される資産（構築物、機械および装置、車両および運搬具、工具・

器具および備品など）です。早めの申告をお願いします。

【問い合わせ】　総務部税務課　固定資産税係　緯 0220（22）2163　または各総合支所地域生活課

教育をテーマに作文・論文を募集！
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　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

　1月の
　夜間相談窓口開設日

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　１月２８日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

◆画像（写真）編集入門講習

【日時】　1月２７日（水）～２９日（金）

　午後７時～９時

【内容】　デジカメからパソコンへの

　データ保存や編集印刷までの基本

　的な学習をします。

【受講資格】　入門講習を受講した人

　またはマウスキーボードの操作が

　できる人

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習経験のない人

　が優先）

【場所】　南方住民情報センター

　「るるぱ」（市役所南方庁舎内）

　シアターホール

【定員】　１５人（先着順）

【参加費】　1,500円程度（テキスト代）

【受け付け】　１月８日（金）　

　※電話受付開始は午前１０時

◆移動講習会

文書作成（ワード）初級講習

【日時】　１月１９日（火）～２１日（木）

　午後７時～９時

【内容】　文書作成ソフト（ワード）の

　基本用語、基本操作、文書作成な

　どを中心に初級操作を勉強します。

【受講資格】　入門講習を受講した人、

　または同程度の知識がある人

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習経験のない人

　が優先）

【場所】　中田老人福祉センター

　（市役所中田庁舎となり）

　２階会議室

【定員】　１８人（先着順）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　１月８日（金）　

　※電話受付開始は午前１０時

【申し込み・問い合わせ】　

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　▼開館日＝火曜～日曜日・祝日の

　午前９時～午後５時まで

　▼休館日＝月曜日（月曜日が休日

　の場合は、火曜日）

　絵画コンクール作品展
　開催のお知らせ

　「登米市の秋の風景画コンクール」

の入賞作品展を開催します。

　このコンクールは、市内の小中学

生を対象に、山や川、田園風景など、

自慢の美しい景色をテーマとして募

集したもので、入賞作品約７０点の素

晴らしい作品が皆さんをお待ちして

います。入場は無料です。ご家族で

ぜひおいでください。

【日時】　1月９日（土）～１１日（祝）

　９日＝午後１時～５時

　１０日＝午前９時３０分～午後５時

　１１日＝午前９時３０分～正午

【会場】　登米祝祭劇場　小ホール

【問い合わせ】

　教育委員会教育総務課　総務係

　緯 0220（34）2670

　除雪作業に
　ご協力ください

　基本的に積雪１０唖以上の場合、市

道通行安全確保のため、各町域ごと

に除雪作業を実施します。

　除雪は、グレーダやショベルなど

の建設機械を所有する除融雪協力会

社の協力で行います。除雪機械の減

少により除雪に時間を要しますので、

ご理解とご協力をお願いします。

　また、除雪による門口の雪だまり

や自宅付近の除雪について、危険で

ない範囲でのご協力をお願いします。

【問い合わせ】　

　各総合支所地域生活課　

　産業建設係　　　　　　　　　　

　平成22年２月１日現在で、全

国一斉に“農林業の国勢調査”

といわれる「2010年世界農林業

センサス」が実施されます。

　この調査は、今後の農林業の

政策に役立てるために５年ごと

に実施される極めて大切な調査

です。

　１月中旬から農林業を営んで

いる皆様のところに調査員が訪

問して、調査票に農林業の経営

状況などの記入をお願いします

ので、ご協力をお願いします。

ご協力ください

２０１０年世界農林業センサス

農林水産省・宮城県・登米市
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　市の消費生活相談員が、借金・多

重債務の相談に応じ、弁護士などと

連携しながら、多重債務の解消・債

務整理後の生活再建を支援します。

相談は無料です。秘密は厳守します。

【日時】　４日（月）、１２日（火）、　　

　１８日（月）、　２５日（月）

　午前９時～午後８時

▼１７日（日）午前９時～午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【場所】　市役所中田庁舎２階

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　1月の
　多重債務110番の日

夕暮れ時の交通事故が多発していま
す。以下のことに気を付けましょう。

①ドライバーの皆さんは、早めのラ
　イト点灯を心掛けましょう。
　交差点や急カーブなどの危険個所
　では安全確認を怠らないようにし
　ましょう。
②歩行者・自転車利用者の皆さんは、
　ドライバーから見て目立つように、
　明るい色の服装や反射材を着用し
　ましょう。道路を横断する時は、
　横断歩道を渡りましょう。

交通事故多発中！

　市営住宅入居者募集

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、  ６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害者

　（１～４級）・精神・知的障害者の人

　は単身入居することができます。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　④現に市営住宅に入居している人

　は、申し込みできません。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

特定公共賃貸住宅

◆豊里新町特定公共賃貸住宅　

　（豊里町新町５番地１）

　募集戸数　１戸（３ＬＤＫ）

　家賃月額　46,000円～55,000円

　駐車場　なし

◆津山柳津四丁目特定公共賃貸住宅

　（津山町柳津字本町67番地）

　募集戸数　１戸（１ＬＤＫ）

　家賃月額　30,000円～47,000円

　駐車場　あり

【入居資格】

　①所得基準が15.8万円以上48.7万

　円以下であること。

　※所得基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。

　②自ら居住するために住宅を必要

　とする人。

　③同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　④入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

・共通事項

【申し込み】　

　各総合支所地域生活課

　産業建設係

　※各住宅に重複して申し込みする

　ことはできません。

【申込期限】　１月１５日（金）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

市営住宅

◆迫新下谷地住宅２３号

　（迫町北方字新下谷地１１４番地）

　募集戸数　１戸（２Ｋ）

　家賃月額　３，７00円～５，５00円

　駐車場　なし

◆豊里下町第２住宅４号

　（豊里町下屋浦３０１番地６）

　募集戸数　１戸（３ＤＫ）

　家賃月額　２５，６00円～３８，１00円

　駐車場　あり

◆石越南芦倉住宅１０号

　（石越町南郷字芦倉３８番地）

　募集戸数　１戸（３Ｋ）

　家賃月額　１１，５00円～１７，２00円

　駐車場　なし

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

【入居資格】

　①入居収入基準が15.8万円以下で

　あること（小学校就学前の子ども

　のいる世帯、身体障害者、６０歳以

　上の人は２１.4万円以下）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。
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健 康 ＆ 福 祉●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

   大切な“いのち”を守るため
                              献血にご協力ください

全　血15：00～16：00豊里多目的研修セン ター１/１４

全　血
10：10～12：00み や ぎ 生 協 加 賀 野 店

２２
14：00～16：00国 立 療 養 所 東 北 新 生 園

全　血
10：00～11：30米山農村環境改善センター

２/１
13：30～16：30み や ぎ 生 協 加 賀 野 店

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　　　　緯 0220（58）2116

障害者就業相談のお知らせ

【相談日時】　１月２６日（火）

　午前　①９時３０分～　②１１時～

　午後　①１時３０分～　②３時～

【場所】　県東部保健福祉事務所　登米地域事務所

【申し込み】　予約制です。住所地の総合支所市民福

　祉課市民福祉係に申し込みください。

【問い合わせ】

▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

川口　 美  咲 ちゃん
み さき

（迫町大網南・武志さん）

佐竹　 真  優 ちゃん
ま ゆ

（迫町品の浦・亮一さん）
木川田　 唯  暢 ちゃん

ゆ の

（迫町江合・善信さん）

佐藤　 晴  仁 くん
はる ひと

（迫町八幡・将介さん）

佐藤　 温  晏 くん
はる あ

（迫町中江・忍さん）

佐藤　 亮 
りょう

 太 くん
た

（迫町赤沼・亮さん）

※（　）内には申し出があった

保護者の名前を掲載しています。
西城　 八  尋 ちゃん

や ひろ

（迫町駒木・義浩さん）

大槻　 姫  菜 ちゃん
ひ な

（米山町千貫・貴幸さん）

11 月17日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった
子は、市内４地区で
25 人中8人でした
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けんこう と ふくし ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

1月の「こころの相談」

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　
●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554精神科医師迫保健センター２８日（木）迫

緯 0220（52）5054カウンセラー登米総合支所８日（金）登　米

緯 0220（53）4112精神科医師東和総合支所１９日（火）東　和

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター１３日（水）豊　里

緯 0220（55）2112精神保健福祉士米山総合支所２２日（金）米　山

緯 0228（34）2112精神科医師石越総合支所１４日（木）石　越

緯 0220（58）2113精神保健福祉士南方保健センター２９日（金）南　方

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係まで問い合わせください

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医・歯科休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（22）8133迫　町さ と う 歯 科 医 院緯 0220（22）0888迫　町菅原内科クリニック１/10

緯 0225（76）0220豊里町佐 藤 歯 科 医 院緯 0220（28）3398迫　町新 田 診 療 所11

緯 0220（22）7751迫　町フジ歯科クリニック緯 0220（58）2058南方町佐 藤 医 院17

緯 0220（34）4888中田町登米中田佐藤歯科クリニック緯 0228（34）2013石越町八 嶋 中 央 診 療 所24

緯 0220（55）3300米山町よねやま歯科診療所緯 0220（22）6508迫　町二瓶内科胃腸科医院31

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。　



　
　
　
　
№
１
1
5
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
１
日
号

発
行
日
　
平
成
２２
年
１
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
 ０
２２０
-２２
-２０９０

      Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
 ０
２２０
-２２
-９
１６
４
　
　
http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i .jp/

広報ミニ展示広報ミニ展示室室 
歴史博物歴史博物館館

モバイルとめ

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

　登米市メール配信サービス登録

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

　
豊
里
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
、

今
年
で
結
成
　
年
を
迎
え
、
現
在

１０

は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
「
と
よ
さ
と
マ
イ
・
タ
ウ
ン
ク

ラ
ブ
」
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
つ

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
、
市
内
各
地
か
ら
　
代
３０

～
　
代
の
社
会
人
を
中
心
に
　
人

４０

１４

が
在
籍
し
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜

日
に
旧
豊
里
小
学
校
の
体
育
館
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
老
若
男
女
問
わ

ず
、
会
員
相
互
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を

通
し
、
楽
し
く
活
動
で
き
る
サ
ー

ク
ル
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
メ
タ
ボ
で
お

悩
み
の
人
な
ど
も
、
気
軽
に
練
習

を
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
と
よ
さ
と

　
マ
イ
・
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ

　
緯
0
2
2
５
（
　
）
５
１
８
１

７６

＝探検博物館①＝探検博物館①　燻 燻 
くん

蒸 蒸 （（消毒）消毒）作作業業＝＝
じょう

　練習日は、会員の仕事など

の都合によって、主に５～６

人で練習していますが、女性

や学生の人の入会も大歓迎で

す。皆さんも一緒にボクシン

グで心地よい汗を流してみま

せんか。

豊里ボクシングクラブ　代表　

 佐々木  貞  幸 さん
さだ ゆき

豊
里
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
豊
里
）

古い資料を扱う博物館では、虫や細菌

によって貴重な資料に被害がでないよ

うに常に注意を払っています。博物館

に寄贈される資料の多くは、各家庭の

倉庫に長い間放置されてきた物で、多

くは虫の卵や菌が付いています。その

ため１年に１回、特殊なガスを使い

「燻蒸」という消毒を行い、美術品や古

文書が長く保存できるように処理をし

ています。この作業は、資料の保存の

ほか、博物館を見学される皆さんに、

安心して見学いただくためにも欠かせ

ない作業の一つとなっています。

特殊なガスを使用して展示品を消毒します

【日　時】
　　　　　古守札焚上祭（どんと祭）
                              午後４時～
　　　　　花火大会午後７時～
【場　所】　石越総合運動公園特設会場

石越の花「あじさい」にちなんだ特注あじさい
花火が澄みきった夜空を彩ります。
※天候不良の場合は、１月１５日（金）に順延。
【問い合わせ】　石越冬のまつり奉賛会
　　　　　　　（登米中央商工会石越町支所内）
　　　　　　　緯　０２２８ （３４） ２０６４

１月１4日

石越冬のまつり

【日　時】
　　　　　裸参り午後６時３０分～
　　　　　点　火午後７時
【場　所】　羽黒神社、津島神社

当日は、午後６時から８時までの間、一市
・八日町通りの車両通行はできません。車
でお越しの際は、登米合同庁舎駐車場をご
利用ください。
【問い合わせ】　登米中央商工会
　　　　　　　緯　０２２０ （２２） ３６８１

１月１4日

佐沼どんと祭




